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の
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れ
ま
し
た
。
事
業
者
な
ど
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
は
、
次
の

通
り
で
す
。

▽
社
長
や
上
司
が
率
先
し
て
働

き
方
改
革
を
行
う
。

▽
女
性
の
活
躍
の
意
義
を
理
解

す
る
。

▽
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
を
目
指
す
。

▽
男
性
の
家
庭
生
活
へ
の
参
画

を
促
進
す
る
。

▽
育
児
・
介
護
を
し
な
が
ら
当

た
り
前
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
、
こ
の
法

律
な
ど
に
基
づ
き
、
誰
も
が
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の

た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
者
向
け

▽
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
配
布
。

▽
き
ら
り
大
賞
の
表
彰
（
左
の

図
参
照
）。

■
市
民
向
け

▽
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
明
保
野
町
）
な
ど
で
、

働
き
方
改
革
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
践
講
座
な
ど
、

各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

も
う
一
度
男
女
の
働
き
方
に
つ

い
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
女
性
の
労
働
率
の
変
化
　
本

市
に
お
け
る
女
性
の
労
働
力
率

（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労

働
力
人
口
の
割
合
）
は
、
結

婚
・
出
産
期
に
当
た
る
年
代
に

一
旦
低
下
し
、
育
児
が
落
ち
着

い
た
時
期
に
再
び
上
昇
す
る
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
М
字
カ
ー
ブ

を
描
い
て
い
ま
す
。
近
年
、
М

字
の
谷
の
部
分
が
浅
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
こ
れ
は
女
性
の
就

業
継
続
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
（
上
の
図
１
）。

■
仕
事
と
家
庭
生
活
の
理
想
と

現
実
　
生
活
の
中
で
、
「
仕
事

」
「
家
庭
生
活
」
「
地
域
・
個

人
の
生
活
」
の
ど
れ
を
優
先
す

る
か
に
つ
い
て
、
男
性
女
性
と

も
に
、
「
仕
事
と
家
庭
生
活
を

と
も
に
優
先
」
な
ど
、
複
数
の

活
動
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ

と
を
希
望
す
る
人
の
割
合
が
半

数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
実
は
、
男
性
女
性
と

も
に
、
仕
事
な
ど
一
つ
の
活
動

を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
個

人
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ

た
仕
事
と
家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
の
で
き
る
、
多

様
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
上
の
図
２
）。

　
近
年
、
女
性
の
職
業
生
活
で

の
活
躍
が
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
就
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
豊

か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
女
性

の
就
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ

※2本市が実施する「ワーク・ライフ・バランス推進コンサルタント派遣業務」を受けて、女性活躍推進
に向けた企業の体制整備を実施した事業者。平成29年度も同業務を実施予定。詳しくは、今後、広報紙
や市 でお知らせします。
◎この特集についての問い合わせは、男女共同参画課☎（632）2346へ。

※1タイトルは、内閣府平成29年度男女共同参画週間キャッチフレーズ。雇用形態、就業形態に関わらず、
また、既に働いている人・これから働こうとする人、男性・女性など、あらゆる立場のすべての人が自ら
の意思によって、それぞれの夢と希望を実現するため、一層その個性と能力を十分に発揮して働ける職場
をつくるという意味をこめて決定。

女
性
を
取
り
巻
く

就
労
環
境
の
現
状

女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る

取
り
組
み

■きらり大賞の募集　性別に関係なく、
個性と能力を発揮できる働きやすい職場
づくりに積極的に取り組んでいる事業者を
表彰しています。今年度の募集は６月30日
（必着）まで。詳しくは、男女共同参画推進
センター☎（636）４０７５へ。
■平成28年度きらり大賞受賞事業者の
主な取り組み
1シーデーピージャパン
▽育児休業取得後の職場復帰促進。
▽女性の採用拡大とキャリアアップ促進。
2中村土建
▽休暇取得の意欲促進。
▽業務の効率化・多様な働き方に向けた
IT化の検討。

■職場でできること（例）
▽お互いに休暇を取りやすい体制をつくる。
▽家庭の状況など、話しやすい雰囲気をつくる。
■家庭でできること（例）
▽夫婦で家事の分担を決めて、協力し合う。
▽夫婦や家族間のコミュニケーションをよく図る。

出典　平成28年度男女共同参画に関する意識調査（平成29年3月、本市）

出典　平成27年度国勢調査結果（本市）

図2　「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の関わり方
希望と現実

図1　女性の年齢別労働力率の世代による特徴

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
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男
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画
週
間
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〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

男
で

、
女
で

、
共
同
作
業
で

きらり大賞

仕事と家庭生活のバランスをとるために
できることはありませんか

※1

ま
る

ま
る

に
じ
ゅ
う
ま
る

　ワーク・ライフ・バランスコンサルタント派遣業
務を受けて、我が社でも少しずつ改善に取り組んで
います。その一つとして、管理職候補の皆さんに管
理職養成講座を受講してもらったのですが、「ワー
ク・ライフ・バランス」という考えそのものを認識
するよいきっかけになり、「休むことは悪いことで
はない」など、今までの意識を変えることにつな
がったのではないかと思います。
　我が社は仕事の性質上、工事部門では、工期が
迫っているときはどうしても仕事が集中してしまい、
残業量が多くなってしまいます。そのため、閑散期
には休暇を積極的に取るなど、メリハリのある働き
方を推進しています。自社のやり方で、できる範囲
から始めることが大切だと思います。
　「ワーク・ライフ・バランス」は、既婚者のため
だけの仕事と家庭の両立ではありません。既婚・未
婚に限らず仕事と自分の人生、
自分の周りの人の人生との両
立だと思います。そのために、
仕事の量と人数のバランスや、
多様な働き方を考えるなど、
働きやすい環境をつくること
が私の役目だと思っています。

　私は、より一層社員の皆さんの実情にあった働き
やすい職場環境をつくりたい思い、ワーク・ライ
フ・バランスコンサルタント派遣業務を受けました。
その結果、社員の希望に見合った細やかな就業規則
を策定することができました。
　我が社の働き方の特徴として、子育てが忙しい女
性社員などは、本人の希望によって正社員からパー
トになることができます。勤務時間や勤務日数を本
人の希望に沿って決定することも可能としており、
時給は正社員の頃の給料に見合った単価を設定しま
すので、モチベーションを保って仕事をしてくれて
いると思います。また、フレックス制を導入してい
るので、男性社員も上手に時間を使い、子どもの送
り迎えなどをしていると聞いており、男性社員・女
性社員共に仕事と家庭の両立ができているようです。
　これからも社員のや
る気や声を大切にしな
がら、それぞれが自身
の能力を最大限に発揮
し、やりたいことがで
きる職場環境づくりを
目指したいと思ってい
ます。

ワーク・ライフ・バランスに取り組んだ企業を紹介（※2）

できることから
　　　変えていく

三信電工（川俣町）　
代表取締役
名村　史絵さん

社員のやる気を
　　　大切にしたい

（インターパーク４丁目）

▲現場では安全第一です ▲女性も多く働いています

男
性
も
女
性
も

働
き
や
す
い

社
会
の
た
め
に

HP

（備考） 1.  集計対象者数は、女性1,500人、男性1,500人。2. 希望と現実に最も近いものをそれぞれ1つ回答。

「仕事」を優先している
「家庭生活」を優先している
「地域・個人の生活」を優先している
「仕事」と「家庭生活」をともに優先している
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している
「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している
無回答

凡例（現実）
「仕事」を優先したい
「家庭生活」を優先したい
「地域・個人の生活」を優先したい
「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい
「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい
無回答

凡例（希望）

ヤマゼンコミュニケイションズ　

　　　　　代表取締役社長　山本　堅嗣宣さん
み つ のぶ

平成27年 平成22年
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現実
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女性の労働力率

51.1 9.7 23.8 4.1 2.1
2.7 3.53.1

2.9 14.4 5.1 24.8 2.5 12.7 33.5 4.1

32.4 26.6 0.6 30.3 2.7 2.1
3.8 1.5

1.2 15.2 3.0 25.0 2.8 16.0 34.9 1.9
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※2本市が実施する「ワーク・ライフ・バランス推進コンサルタント派遣業務」を受けて、女性活躍推進
に向けた企業の体制整備を実施した事業者。平成29年度も同業務を実施予定。詳しくは、今後、広報紙
や市 でお知らせします。
◎この特集についての問い合わせは、男女共同参画課☎（632）2346へ。

※1タイトルは、内閣府平成29年度男女共同参画週間キャッチフレーズ。雇用形態、就業形態に関わらず、
また、既に働いている人・これから働こうとする人、男性・女性など、あらゆる立場のすべての人が自ら
の意思によって、それぞれの夢と希望を実現するため、一層その個性と能力を十分に発揮して働ける職場
をつくるという意味をこめて決定。
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取
り
組
み

■きらり大賞の募集　性別に関係なく、
個性と能力を発揮できる働きやすい職場
づくりに積極的に取り組んでいる事業者を
表彰しています。今年度の募集は６月30日
（必着）まで。詳しくは、男女共同参画推進
センター☎（636）４０７５へ。
■平成28年度きらり大賞受賞事業者の
主な取り組み
1シーデーピージャパン
▽育児休業取得後の職場復帰促進。
▽女性の採用拡大とキャリアアップ促進。
2中村土建
▽休暇取得の意欲促進。
▽業務の効率化・多様な働き方に向けた
IT化の検討。

■職場でできること（例）
▽お互いに休暇を取りやすい体制をつくる。
▽家庭の状況など、話しやすい雰囲気をつくる。
■家庭でできること（例）
▽夫婦で家事の分担を決めて、協力し合う。
▽夫婦や家族間のコミュニケーションをよく図る。

出典　平成28年度男女共同参画に関する意識調査（平成29年3月、本市）

出典　平成27年度国勢調査結果（本市）

図2　「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の関わり方
希望と現実

図1　女性の年齢別労働力率の世代による特徴
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仕事と家庭生活のバランスをとるために
できることはありませんか

※1

ま
る

ま
る

に
じ
ゅ
う
ま
る

　ワーク・ライフ・バランスコンサルタント派遣業
務を受けて、我が社でも少しずつ改善に取り組んで
います。その一つとして、管理職候補の皆さんに管
理職養成講座を受講してもらったのですが、「ワー
ク・ライフ・バランス」という考えそのものを認識
するよいきっかけになり、「休むことは悪いことで
はない」など、今までの意識を変えることにつな
がったのではないかと思います。
　我が社は仕事の性質上、工事部門では、工期が
迫っているときはどうしても仕事が集中してしまい、
残業量が多くなってしまいます。そのため、閑散期
には休暇を積極的に取るなど、メリハリのある働き
方を推進しています。自社のやり方で、できる範囲
から始めることが大切だと思います。
　「ワーク・ライフ・バランス」は、既婚者のため
だけの仕事と家庭の両立ではありません。既婚・未
婚に限らず仕事と自分の人生、
自分の周りの人の人生との両
立だと思います。そのために、
仕事の量と人数のバランスや、
多様な働き方を考えるなど、
働きやすい環境をつくること
が私の役目だと思っています。

　私は、より一層社員の皆さんの実情にあった働き
やすい職場環境をつくりたい思い、ワーク・ライ
フ・バランスコンサルタント派遣業務を受けました。
その結果、社員の希望に見合った細やかな就業規則
を策定することができました。
　我が社の働き方の特徴として、子育てが忙しい女
性社員などは、本人の希望によって正社員からパー
トになることができます。勤務時間や勤務日数を本
人の希望に沿って決定することも可能としており、
時給は正社員の頃の給料に見合った単価を設定しま
すので、モチベーションを保って仕事をしてくれて
いると思います。また、フレックス制を導入してい
るので、男性社員も上手に時間を使い、子どもの送
り迎えなどをしていると聞いており、男性社員・女
性社員共に仕事と家庭の両立ができているようです。
　これからも社員のや
る気や声を大切にしな
がら、それぞれが自身
の能力を最大限に発揮
し、やりたいことがで
きる職場環境づくりを
目指したいと思ってい
ます。

ワーク・ライフ・バランスに取り組んだ企業を紹介（※2）

できることから
　　　変えていく

三信電工（川俣町）　
代表取締役
名村　史絵さん

社員のやる気を
　　　大切にしたい

（インターパーク４丁目）

▲現場では安全第一です ▲女性も多く働いています
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に

HP

（備考） 1.  集計対象者数は、女性1,500人、男性1,500人。2. 希望と現実に最も近いものをそれぞれ1つ回答。

「仕事」を優先している
「家庭生活」を優先している
「地域・個人の生活」を優先している
「仕事」と「家庭生活」をともに優先している
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している
「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している
無回答

凡例（現実）
「仕事」を優先したい
「家庭生活」を優先したい
「地域・個人の生活」を優先したい
「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい
「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい
無回答

凡例（希望）

ヤマゼンコミュニケイションズ　

　　　　　代表取締役社長　山本　堅嗣宣さん
み つ のぶ
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100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％ 15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

希望
女性

男性

現実

希望

現実

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

女性の労働力率

51.1 9.7 23.8 4.1 2.1
2.7 3.53.1

2.9 14.4 5.1 24.8 2.5 12.7 33.5 4.1

32.4 26.6 0.6 30.3 2.7 2.1
3.8 1.5

1.2 15.2 3.0 25.0 2.8 16.0 34.9 1.9


